
質
問　

川
根
本
町
の
「
行

財
政
改
革
」
に
つ
い
て
、

外
部
組
織
の
「
町
行
政
改

革
推
進
委
員
会
」
は
、
そ

の
提
言
書
で
行
政
へ
の

“
意
識
改
革
”
を
促
し
て

い
る
。
幾
つ
か
の
事
例
を

基
に
し
て
行
政
の
意
識
を

質
し
た
い
。

　

総
合
支
所
建
設
工
事
の

入
札
に
当
っ
て
は
、
地
元

建
設
業
者
が
何
故
参
加
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

本
体
工
事
は
約

1
億
6
千
万
円
の
事
業
で

あ
る
が
、
特
定
建
設
業

（
4
千
500
万
円
以
上
の
下

請
け
契
約
）
の
資
格
を
有

す
る
こ
と
、
工
事
高
が
年

間
10
億
円
以
上
の
業
者
で

あ
る
と
い
う
選
定
基
準
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　

地
元
の
業
者
が
参

加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
問
題
だ
。
地
元
を
活
性

化
す
る
方
法
と
し
て
も
現

行
の
選
定
基
準
へ
の
問
題

意
識
を
今
の
改
革
の
と
き

に
こ
そ
持
っ
て
頂
き
た
い
。

　

小
規
模
工
事
に
つ
い
て
、

当
町
の
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
や
経
費
の
見
方
に

問
題
が
な
い
か
。
所
定
労

働
時
間
を
8
時
間
以
下
に

見
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
な
い
か
。

町
長　

工
事
設
計
単
価
に

つ
い
て
は
静
岡
県
設
計
標

準
単
価
に
よ
り
設
計
し
て

お
り
問
題
は
な
い
。

質
問　

町
営
バ
ス
の
運
行

業
務
委
託
は
、
薄
利
多
売

の
業
者
が
低
入
札
価
格
で

落
札
し
、
結
果
的
に
地
元

の
運
転
手
の
雇
用
条
件
悪

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
営
バ
ス
の
運
転

手
の
雇
用
形
態
に
つ
い
て

は
、
受
託
事
業
者
が
労
働

基
準
法
を
遵
守
し
た
形
で

実
施
し
て
い
れ
ば
発
注
者

と
し
て
の
問
題
は
な
い
と

考
え
る
。

質
問　

本
町
の
財
政
計
画

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

平
成
22
、
23
年
度
の
2
年

間
で
投
資
額
12
億
円
と
い

う
「
地
域
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
事
業
」
の
計
画
が

さ
れ
て
い
る
。
当
事
業
計

画
（
光
ケ
ー
ブ
ル
を
家
庭

へ
引
込
み
、
パ
ソ
コ
ン
で

超
高
速
通
信
が
可
能
）
の

行
方
は
当
町
の
行
財
政
運

営
に
大
き
く
影
響
す
る
要

素
で
も
あ
る
。
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
る
中
で
、

当
事
業
の
取
り
組
み
の
現

況
は
ど
う
か
。

町
長　

教
育
、
健
康
、
福

祉
を
初
め
と
す
る
暮
ら
し

の
利
便
性
の
向
上
や
、
地

域
産
業
振
興
を
図
る
た
め

に
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

多
額
の
費
用
を
か
け
る
事

業
で
あ
る
の
で
、
そ
の
影

響
を
は
か
る
た
め
の
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
が
、
財
政
的
な
影
響
が

仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
だ
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

例
え
ば
島
田
市
の

場
合
で
も
末
端
に
至
る
ま

で
超
高
速
の
光
ケ
ー
ブ

ル
を
張
ろ
う
と
い
う
構

想
は
な
い
。
当
町
の
場
合
、

12
億
円
も
の
投
資
は
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
、

早
く
構
想
を
作
り
上
げ
町

民
の
前
に
出
す
べ
き
だ
。

　

平
成
20
に
採
択
さ
れ
た

「
奥
大
井
観
光
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

ま
た
、
川
根
茶
の
低
迷
を

打
開
す
る
た
め
に
も
観
光

と
の
融
合
を
意
識
し
て
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

自
然
・
景
観
、
歴

史
、
文
化
、
芸
能
部
門
の

紹
介
に
は
、
企
画
環
境
課
、

教
育
委
員
会
等
の
協
力
が

必
要
。
お
茶
の
手
も
み
な

ど
の
体
験
、
登
山
、
地
場

産
業
を
利
用
し
た
食
事
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
観
光

商
品
の
開
発
や
、
古
民
家
、

茶
工
場
等
「
ま
ち
か
ど
博

物
館
」
と
な
り
得
る
地
域

資
源
の
発
掘
に
は
産
業
課
、

事
業
課
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
。

原田全修議員

問
●川根本町の行政改革は、役場内部の視点
　だけでなく、住民の立場にも立った改革
　を推進しようとしているか

○「川根本町地域ブロードバンド整備事業」は暮らしの
　利便性、産業振興が目的
○「奥大井観光振興プロジェクト」への取り組みは、
　役場関係各課の連携で進める

答

一 般 質 問

行政改革特集の広報かわねほんちょう 8月号
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